
東
南
ア
ジ
ア
に
は
、
古
く
か
ら

多
く
の
日
系
企
業
が
進
出
し

て
き
た
が
、
昨
今
は
、
そ
の
勢
い
が

年
々
加
速
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
で

は
中
国
を
超
え
る
投
資
金
額
に
な
っ

て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ

ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
、
時
々
で
話

題
を
集
め
る
国
は
あ
る
も
の
の
、
牽

引
役
と
し
て
存
在
感
が
あ
る
の
は
、

や
は
り
タ
イ
王
国（
以
下
、タ
イ
）だ
。

　

昨
秋
の
洪
水
被
害
で
冠
水
し
た
タ

イ
国
内
の
七
つ
の
工
業
団
地
で
は
、

八
割
超
の
工
場
が
操
業
を
再
開
。
被

害
が
甚
大
だ
っ
た
ロ
ジ
ャ
ナ
工
業
団

地
（
バ
ン
コ
ク
北
部
）
で
は
、
こ
の

九
月
に
全
長
約
七
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
防
水
堤
が
完
成
し
、
新
規
売
り
出

し
も
始
ま
っ
た
と
聞
く
。

　

も
ち
ろ
ん
、
完
全
復
旧
に
は
さ
ら

に
半
年
、一
年
は
か
か
る
だ
ろ
う
し
、

製
造
業
を
中
心
と
し
た
復
旧
投
資

も
、
こ
こ
に
き
て
一
服
し
た
感
が
あ

る
。
し
か
し
、
飲
食
店
、
Ｉ
Ｔ
関
連

な
ど
従
来
と
は
様
相
が
異
な
る
業
種

を
中
心
に
、
日
系
企
業
の
進
出
の
勢

い
は
未い
ま

だ
衰
え
て
い
な
い
。

　

タ
イ
後
編
で
は
、
バ
ン
コ
ク
を
中

心
と
し
た
消
費
性
向
の
移
り
変
わ
り

と
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
可
能
性

に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

整
備
が
進
む
交
通
網
と

一
極
集
中
す
る
都
市
機
能

　

バ
ン
コ
ク
市
内
を
歩
い
て
い
る

と
、
道
行
く
バ
イ
ク
の
数
が
以
前
よ

り
も
減
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

日
本
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
圧
倒

的
に
多
い
の
だ
が
、
一
〇
年
前
に
見

た
「
洪
水
の
よ
う
に
走
っ
て
い
る
」

感
じ
が
し
な
い
の
で
あ
る
。
ロ
ー
カ

ル
の
人
に
聞
く
と
「
み
ん
な
、
車
を

買
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
」と
言
う
。

一
方
、
渋
滞
が
多
い
こ
と
で
有
名
な

ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
通
り
で
も
、
確
か
に

車
や
バ
イ
ク
の
往
来
が
激
し
い
も
の

の
、「
一
時
間
で
五
〇
メ
ー
ト
ル
」

と
い
っ
た
昔
日
の
面
影
は
な
い
。

　

理
由
は
、
市
内
に
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（
ス
カ

イ
ト
レ
イ
ン
＝
高
架
鉄
道
）
と
Ｍ
Ｒ

Ｔ
（
地
下
鉄
）
が
整
備
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
Ｂ
Ｔ
Ｓ
は
、
運
営
会
社
の

頭
文
字
を
取
っ
た
呼
び
名
で
、
現
地

の
人
は
「
ロ
ッ
ト
・
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

（
電
気
車
）」
と
も
言
う
。
三
両
編
成

で
、
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
線
と
シ
ー
ロ
ム

線
の
二
路
線
が
あ
り
、
最
低
料
金
は

一
五
バ
ー
ツ
（
約
三
八
円
）。
ち
ょ

う
ど
渋
滞
し
や
す
い
通
り
の
上
を
走

り
、
九
九
年
の
開
業
以
来
、
延
伸
が

続
い
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
〇
四
年
の
開
業

で
、
こ
ち
ら
も
延
伸
が
続
く
。
初
乗

り
で
一
四
バ
ー
ツ
（
約
三
五
円
）。

現
在
、
北
の
バ
ー
ン
ス
ー
駅
か
ら
南

の
フ
ァ
ラ
ン
ポ
ー
ン
駅
ま
で
の
二
〇

キ
ロ
（
一
八
駅
）
を
約
三
〇
分
で
走

行
し
、
途
中
、
Ｂ
Ｔ
Ｓ
へ
の
乗
換
え

も
可
能
だ
。
両
路
線
と
も
ビ
ジ
ネ
ス

街
や
繁
華
街
を
経
由
し
、
利
用
者
は

一
日
に
五
〇
万
人
以
上
。
増
え
続
け

る
市
民
や
外
国
人
ら
の
通
勤
、通
学
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
レ
ジ
ャ
ー
に
欠
か

せ
な
い
足
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
に
開
業
し

た
高
速
鉄
道
Ａ
Ｒ
Ｌ（
エ
ア
ポ
ー
ト
・

レ
ー
ル
・
リ
ン
ク
）
が
、
ス
ワ
ン
ナ

プ
ー
ム
国
際
空
港
と
バ
ン
コ
ク
中
心

部
を
結
ぶ
。
空
港
駅
か
ら
マ
ッ
カ
サ

ン
駅
ま
で
約
一
五
分
、
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
結
ぶ
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
と
、

パ
ヤ
ー
タ
イ
駅
ま
で
の
各
駅（
八
駅
）

を
約
三
〇
分
で
走
行
す
る
「
シ
テ
ィ

ラ
イ
ン
」
の
二
路
線
が
あ
る
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
な

ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
大
渋
滞
に
悩
む

都
市
は
多
い
が
、
そ
の
損
失
は
計
り

し
れ
な
い
。
都
市
化
と
人
口
の
集
中

�
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カントリーリスクを最小化する！
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自動車、二輪、家電など製造業を
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の数が多く、近年は、飲食店やIT
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と、そこに潜むリスクを見ていく。
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的
増
加
が
新
興
国
都
市
の
特
徴
と
は

い
え
、
公
共
交
通
機
関
の
い
ち
早
い

発
達
が
、
バ
ン
コ
ク
の
成
長
を
支
え

て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

高
い
消
費
性
向

日
本
食
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
?!

　

ア
ジ
ア
観
光
地
の
人
気
ラ
ン
キ
ン

グ
を
見
る
と
、
タ
イ
は
必
ず
上
位
に

入
る
。
ア
ジ
ア
地
域
で
唯
一
占
領
さ

れ
た
歴
史
が
な
く
、
王
家
に
よ
る
統

治
を
貫
い
て
き
た
た
め
、
名
所
旧
跡

が
数
多
く
残
る
か
ら
だ
。な
か
で
も
、

バ
ン
コ
ク
西
部
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー

川
周
辺
は
、
ワ
ッ
ト
ポ
ー
、
ワ
ッ
ト

ア
ル
ン
な
ど
有
名
寺
院
が
並
び
、
土

産
物
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
多
い
。
国

と
し
て
観
光
客
の
誘
致
に
も
熱
心

で
、
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
が
商
業

を
牽
引
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
王
室
系
の
サ
イ
ア

ム
セ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
、
ビ

ー
ル
の
ブ
ン
ロ
ー
ト
、
政
府

系
の
ク
ル
ン
タ
イ
銀
行
グ
ル

ー
プ
な
ど
二
〇
以
上
の
財
閥

が
存
在
す
る
タ
イ
で
は
、
他

の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
比

べ
、
富
裕
層
が
多
く
、
消
費

性
向
が
高
い
。
そ
の
た
め
、

早
く
か
ら
大
型
商
業
施
設
が
建
設
さ

れ
て
き
た
。
現
在
、
バ
ン
コ
ク
市
内

に
は
お
よ
そ
三
〇
の
百
貨
店
と
一
〇

〇
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
あ

り
、
少
々
乱
立
気
味
で
は
あ
る
も
の

の
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
タ

イ
で
の
事
業
拡
大
を
め
ざ
す
な
ら
、

こ
こ
を
攻
略
す
る
こ
と
が
一
つ
の
目

標
と
な
る
は
ず
だ
。
そ
れ
ら
は
、
客

層
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
に
大
き
く

三
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
る
。

①
富
裕
層
・
外
国
人
向
け
商
業
施
設

　

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
、
シ
ャ
ネ
ル
、

グ
ッ
チ
な
ど
欧
米
を
中
心
と
し
た
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ド
を
擁
す

る
高
級
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
、

「
サ
イ
ア
ム
パ
ラ
ゴ
ン
」「
エ
ン
ポ
リ

ア
ム
」
な
ど
が
該
当
す
る
。
バ
ン
コ

ク
の
一
般
的
な
世
帯
収
入
（
月
額
三

万
バ
ー
ツ
＝
約
七
・
五
万
円
）
で
は

簡
単
に
手
を
出
せ
る
商
品
で
は
な

く
、
一
部
の
富
裕
層
や
外
国
人
を
対

象
に
し
た
品
揃
え
が
特
徴
だ
。

②
中
間
所
得
層
向
け
商
業
施
設

　

ア
ジ
ア
の
ア
パ
レ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド

や
ロ
ー
カ
ル
の
小
売
を
中
心
に
構
成

さ
れ
、
家
族
連
れ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
ま
で
比
較
的
幅
広
い
層
が
利
用
し

て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
は
、
昨
年

オ
ー
プ
ン
し
た
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
21
」

だ
。
空
港
を
模
し
た
九
階
建
て
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
各
フ
ロ

ア
は
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
世
界

の
都
市
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
。
東
京
フ
ロ
ア
の
各
テ
ナ
ン

ト
の
入
口
に
は
、「
高
田
馬
場
」「
渋

谷
」
な
ど
山
手
線
の
駅
名
が
つ
け
ら

れ
、
日
本
人
か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り

チャオ
プ
ラ
ヤ
ー
川

図表■広がるバンコク市内の公共交通網

Ｍ
Ｒ
Ｔ（
地
下
鉄
）

ラ
チ
ャ
ダ
ー
ピ
セ
ー
ク
通
り

タ
イ
国
鉄

BTSシ
ーロム

線

シーロ
ム通り

スクンビット通り

ワットアルン

ワットプラケオ

北部バスターミナル

東部バスターミナル

ワットポー

MBKセンター
ファランポーン駅

ウォンウィエン・ヤイ駅

トンブリー駅

バーンスー駅

日系企業の
オフィス

日本人が
多く住むエリア

日本人学校

観光エリア

ス

東部バ

ンタンンタ

大商業エリア

ットアルンルン

ワットプラケオトプラケオト ケ

ワットポーポーポーワ ト

リー駅駅

観光観光

B
T
S
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
線

巨大ショッピングモール「ターミナル21」 
（バンコク）
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

奇
妙
な
オ
ブ
ジ
ェ
も
あ
る
が
、
客
足

は
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
六
階
は
フ

ー
ド
コ
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、
日
本

や
韓
国
な
ど
の
飲
食
チ
ェ
ー
ン
が
多

数
出
店
し
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。

③
一
般
大
衆
向
け
の
商
業
施
設

　
「
マ
ー
ブ
ン
ク
ロ
ン
（
Ｍ
Ｂ
Ｋ
）

セ
ン
タ
ー
」
に
代
表
さ
れ
る
、
一
般

の
バ
ン
コ
ク
市
民
を
対
象
に
し
た
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
約
二
五
〇
〇

も
の
小
さ
な
商
店
が
軒
を
連
ね
、
数

百
円
の
洋
服
や
雑
貨
な
ど
低
価
格
帯

の
商
品
を
多
数
揃
え
て
い
る
。

　

と
く
に
若
者
の
人
気
を
集
め
て
い

る
が
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
商
業
施
設
に

は
、
日
系
の
小
売
店
は
あ
ま
り
見
か

け
な
い
。
代
わ
り
に
、
フ
ー
ド
コ
ー

ト
に
は
多
く
の
飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
が

入
っ
て
い
て
、
牛
丼
、
カ
レ
ー
、
定

食
、
焼
肉
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
、
日
本

人
な
ら
馴
染
み
の
あ
る
店
が
多
数
出

店
し
て
い
る
。
二
年
前
に
は
、
有
名

ラ
ー
メ
ン
店
六
件
が
集
結
し
た
「
ら

ー
め
ん
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
ア
ジ
ア
の
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー

ム
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

　

道
端
に
立
ち
並
ぶ
屋
台
で
食
べ
れ

ば
数
十
バ
ー
ツ
で
済
む
と
こ
ろ
を
、

日
系
飲
食
店
で
は
四
〇
〇
バ
ー
ツ
を

超
え
る
こ
と
も
多
い
。
ロ
ー
カ
ル
向

け
に
味
を
調
整
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
の
大
半

は
現
地
の
タ
イ
人
だ
。こ
う
な
る
と
、

ロ
ー
カ
ル
企
業
の
出
店
に
も
拍
車
が

か
か
る
。
た
と
え
ば
、「
寿
司
築
地
」

「
新
大
黒
」
な
ど
、
タ
イ
国
内
で
現

在
六
〇
店
舗
以
上
を
展
開
し
て
い
る

フ
ジ
グ
ル
ー
プ（
田
中
健
二
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

も
、
同
社
の
看
板
店
で
あ
る
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
（
フ
ジ
）」

を
Ｍ
Ｂ
Ｋ
に
出
店
し
て
い
る
。

　

日
本
人
の
飲
食
店
経
営
者
に
話
を

聞
く
と
、
七
〜
八
割
以
上
は
ロ
ー
カ

ル
の
客
で
、
そ
の
く
ら
い
ロ
ー
カ
ル

の
客
が
来
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い
と

い
う
。
幸
い
、
今
の
バ
ン
コ
ク
は「
日

本
ブ
ー
ム
」の
様
相
を
呈
し
て
い
て
、

日
本
を
テ
ー
マ
に
す
る
と
売
上
が
上

が
る
と
さ
え
言
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。

　

こ
れ
ら
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
は
、い
ず
れ
も
週
末
と
も
な
れ
ば
、

多
く
の
人
で
ご
っ
た
が
え
す
。
ア
ジ

ア
各
国
で
似
た
よ
う
な
造
り
が
見
ら

れ
る
が
、
建
物
の
中
央
は
吹
き
抜
け

に
な
っ
て
お
り
、
一
階
に
は
催
事
場

が
設
け
ら
れ
、
様
々
な
売
出
し
イ
ベ

ン
ト
や
、
客
寄
せ
の
た
め
の
シ
ョ
ー

が
こ
こ
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
級
〜
高
級
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
客
の
動
向
を
観
察

し
て
い
る
と
、
買
い
物
袋
を
持
っ
て

い
な
い
人
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。

各
テ
ナ
ン
ト
で
レ
ジ
前
に
人
だ
か
り

が
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

通
路
は
混
ん
で
い
る
の
に
店
舗
内
は

す
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
実
際
に
購

入
し
て
い
る
客
は
少
な
い
の
だ
。

　

バ
ン
コ
ク
市
民
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
好
き
な
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
連
日
気
温
三
〇
度
を
超

え
、
雨
季
と
も
な
れ
ば
間
欠
的
に
ス

コ
ー
ル
の
降
る
土
地
柄
で
あ
る
。
暑

さ
し
の
ぎ
や
雨
宿
り
に
、
快
適
な
場

所
で
過
ご
そ
う
と
い
う
人
は
多
い
の

だ
ろ
う
。
実
際
、
ア
パ
レ
ル
や
雑
貨

な
ど
の
小
売
店
で
は
「
期
待
し
た
ほ

ど
売
上
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
嘆
き

の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

す
で
に
、
タ
イ
の
一
人
あ
た
り
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
五
〇
〇
〇
ド
ル
を
突
破

し
て
い
る
が
、別
の
統
計
調
査
で
は
、

バ
ン
コ
ク
に
限
る
と
、
そ
れ
は
一
万

ド
ル
を
優
に
超
え
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、タ
イ
の
特
殊
事
情
と
し
て「
統

計
の
捕
捉
率
の
低
さ
」
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
と
く
に
富
裕
層
の
所
得
や

支
出
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
少
な
い
た

め
、
実
質
的
な
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
も
っ
と
高
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
あ
る
一
定
の
所
得
を
も
つ
、
購

買
意
欲
の
高
い
消
費
者
が
確
実
に
増

え
て
い
な
が
ら
、
必
ず
し
も
そ
の
実

態
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
把
握
し

き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
で
も
Ｂ
Ｔ
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Ｓ
に
乗
れ
ば
、
多
く
の
人
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
て
い
る
。
な
か

で
も
、
ア
ッ
プ
ル
社
の
『
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
』
は
人
気
が
高
く
、
Ａ
ｎ
ｄ
ｏ

ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
系
に
比
べ
、
高
額
に
も
か

か
わ
ら
ず
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い

る
。
二
年
前
に
は
国
内
の
携
帯
電
話

の
普
及
率
は
一
〇
〇
％
を
超
え
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

の
利
用
者
も
地
方
で
二
五
％
、
バ
ン

コ
ク
で
は
五
〇
％
を
超
え
て
お
り
、

情
報
産
業
も
伸
び
て
き
た
。

　

タ
イ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
市
場
は
、
洪
水
の

影
響
で
昨
年
は
五
四
二
八
億
バ
ー
ツ

（
前
年
比
八
・
三
％
増
）
と
当
初
予
想

を
下
回
っ
た
も
の
の
、
こ
こ
数
年
は

二
ケ
タ
成
長
を
続
け
、日
本
か
ら
も
、

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
企

業
の
進
出
が
相
次
い
で
い
る
。

　

し
か
し
、
内
実
は
ど
う
か
。
タ
イ

人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
横
か
ら
覗

く
と
、
多
く
は
無
料
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
る
だ
け
。
タ
イ
最
大
の
携
帯
電
話

会
社
Ａ
Ｉ
Ｓ
で
、
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｕ
（
加
入

者
一
人
当
た
り
の
売
上
高
）
は
約
二

五
〇
バ
ー
ツ
（
六
二
五
円
）。
日
本

の
ド
コ
モ
が
約
四
五
〇
〇
円
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
ア
プ
リ
や
音
楽

な
ど
の
有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
楽
し
む
と
い
っ
た
使
い

方
は
ま
だ
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
勢
い
よ
く
タ
イ
に
乗

り
込
ん
で
き
た
企
業
も
、
現
時
点
で

は
先
行
投
資
、
あ
る
い
は
事
業
委
託

レ
ベ
ル
で
、
日
本
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
を
タ
イ
人
を
雇
っ
て
行
な
っ

て
い
る
段
階
と
い
え
よ
う
。

進
出
で
広
が
る
可
能
性
と

そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク

　

バ
ン
コ
ク
で
の
サ
ー
ビ
ス
・
小
売

業
の
現
状
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
か

ら
進
出
す
る
企
業
に
と
っ
て
、
検
討

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
き
く
分
け

て
次
の
四
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
を
見
直
す

　

バ
ン
コ
ク
は
も
と
も
と
標
高
が
低

く
、昔
か
ら
水
害
の
多
い
土
地
柄
だ
。

洪
水
の
リ
ス
ク
が
完
全
に
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
当
然
な
が
ら
、

昨
年
の
教
訓
か
ら
生
産
機
能
を
他
国

に
移
す
リ
ス
ク
分
散
化
の
動
き
も
あ

る
。
ま
た
、
タ
イ
の
政
局
は
意
外
と

不
安
定
で
、
毎
年
の
よ
う
に
デ
モ
や

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
る
。
進
出

の
際
に
は
、
常
に
情
報
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
し
、
リ
ス
ク
や
可
能
性
を
検
討

し
直
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

②
人
件
費
の
高
騰
と
人
材
確
保

　

バ
ン
コ
ク
市
場
の
拡
大
を
支
え
て

い
る
一
つ
の
要
因
は
、
賃
金
の
高
騰

で
あ
る
。
最
低
賃
金
も
年
々
切
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
職
で
月
収

六
万
バ
ー
ツ
（
約
一
五
万
円
）
を
超

え
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
経
済

成
長
に
伴
い
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
飲
食

店
の
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
な
ど
は
人
手

が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
き
た
。

③
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
を
疑
う

　

と
く
に
富
裕
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

を
考
え
て
い
る
場
合
、
容

易
に
入
手
で
き
る
よ
う
な

市
場
デ
ー
タ
は
疑
っ
た
ほ

う
が
い
い
。
信
憑
性
が
低

い
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
。

彼
ら
の
購
買
行
動
は
、
一

般
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
表
に
出
る
こ
と
が
少

な
い
た
め
、
正
確
な
情
報

の
把
握
に
は
、
現
地
で
の

視
察
や
専
門
的
な
調
査
も

欠
か
せ
な
い
。

④
独
立
資
本
で
は
進
出
で
き
な
い

　

タ
イ
は
製
造
業
に
は
大
き
く
門
戸

を
開
い
て
い
る
が
、
小
売
な
ど
の
商

業
で
は
、
外
国
資
本
が
過
半
の
会
社

設
立
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
進
出

の
際
に
は
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探

し
、
合
弁
を
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
リ
ス
ク
は
つ
き
も
の

だ
が
、
商
機
を
逃
さ
な
い
こ
と
も
重

要
だ
。
災
害
を
乗
り
越
え
、
東
南
ア

ジ
ア
の
生
産
・
物
流
拠
点
と
し
て
再

び
活
況
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
タ

イ
。
日
系
企
業
の
新
た
な
成
長
の
場

と
し
て
の
魅
力
は
十
分
に
あ
る
。
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